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「三 寒四温」という、冬から春に向かう季節を表現する美しいことば
さんかん し おん

があります。（3日間ぐらい寒い日が続き、次の４日間ぐらいが暖かく、これが
繰り返されること） 雨や風の日もあり寒さを感じながらも、一雨ごとに暖
かい日が少しずつ増えているような気もします。近くの堤防や田んぼの
畦道(あぜみち) では、もう土筆(つくし)が出ています。
♪♪ 土筆の子が恥ずかしげに顔を出します。もうすぐ春ですねえ ♫ ♫。
コロナ禍の中ではありますが、学校では感染予防対策を行いながら、学年末に向け教育活動を順調に進め
ています。３年生は、来月初めの県立高校入試を間近にひかえて、それぞれの進路決定に向けて懸命に努
力している姿が見られます。東中にも春が近づいています。

２年生 立志の決意 堂々と発表
2月16日(火)に本校体育館で、保護者に見守られる中、令和２年度立志式を

行いました。はじめに立志生(２年生91人)を代表して、久保田裕貴くんが「立
志の誓い」(４か条)を発表しました。続いて、各学級代表の青木花月さん、今
井梨乃さん、内藤比奈さんが「立志の決意」を述べました。
後半は学級ごとに会場を分かれて、一人一人が心を込めて書いた四文字を掲

げながら「私の決意」を発表しました。どの生徒も、これまでの自分の成長に
対して感謝の気持ちや誇りをもつとともに、自己の将来や生き方についての夢
や目標を堂々と述べました。最上級生になる４月を前にして、その自覚と決意
を新たにする大変有意義な機会になりました。

なりたい自分 ２年１組 青木 花月

私は将来、ウエディングプランナーになりたいと思っています。人を喜ばせたり、サプライズをすることが好きなのでなりたい

と思いました。その人の一生に一度きりの幸せの時間にたずさわるというのは、すごく良い仕事だなと思うし、その幸せの時間

を計画するということは素晴らしいと思いました。

ウエディングプランナーになるためにも、私は物事を判断し、何事にも一生懸命取り組める人になりたいです。私は今、人を見

て判断したり、人と一緒に行動したりすることがあります。自分の意見をしっかり持ちそれをみんなに発言できるようになりたいです。
また私は今「常に全力」を心がけ何事にも取り組んでいます。しかし、自分が苦手なことやできないことがあると、適当にして

しまったりすることもあります。これからはできないことはもっと全力で取り組み、できることは今のその上を目指して全力でがん

ばっていきたいと思います。そして人から頼られる存在になりたいです。

私は嫌なことがあったりしたときに顔や態度に出てしまうという短所が気になっています。それをしないためにも笑顔を日々

忘れないようにしたいです。なにかいやなことがあったりしたとき、グッとがまんして冷静に次のことを考えるようにしていきたい

です。そしてつらいことも笑顔でのりきれる人になりたいです。

あいさつも「人が聞いて気持ちの良いと思えるあいさつ」「笑顔」「大きい声」「目を見て」を意識していきたいです。私はウエ

ディングプランナーになるために、なりたい自分に近づくためにも、この五つのことを自然にできる大人になれるようこれから日

々努力していきたいと思います。

夢をかなえるために ２年２組 今井 梨乃

私の将来の夢は、「薬剤師」です。つい最近まで何がしたいのかも自分自身よく分かっていませんでした。しかし、母の知人

で、親しくしている薬剤師の方に、「相談した時に教えてもらった薬を飲んだら、症状が良くなったよ。」などと何人からも言わ

れているという話を聞いたとき、私もそんな風になりたいと思いました。自分のもっている知識を使って、たくさんの人の闘病や

健康の手助けができる薬剤師になりたい。そのために、これからは今まで以上に勉強を頑張ろうと思います。

私の思う薬剤師になるために、「臨機応変」を座右の銘にしようと考えました。薬剤師になるためには勉強をすることも大事

ですが、私は仕事に就いた後の方が大事だと思います。あこがれの職業に就けたとしても、任された仕事が出来なかったりし

たときに、十分にできないからといってほとんどを人に頼ってばかりでは、社会人としてその仕事をやっていると胸をはって言

えないと思います。だからどんな状況にあっても、ときには教えを請いながら、その時々に最善の行動がとれるようになりたい

と、「臨機応変」を座右の銘にしようと思いました。職に就いてからではなく、中学生の今からそのときどきの最善の行動がとれ

るようにしたいです。

私がこれからもっとも大事にしたいのは、「生きる力を身につける」ことです。社会人になって一人で生きていくということを考

えたとき、衣食住について、今の私では生活するということが、何一つ一人ではできていないことに気がつきました。高校卒業

までに料理や洗濯、掃除など、今自分に必要なことは何なのかをいつも勉強していきたいと思います。

夢を叶えるため、理想の大人になるため、一人でも生きていけるようにするために、決意を新たに頑張っていきます。

明倫


